［様式２］

化合物ライブラリー寄託合意書
化合物名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

数量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

寄託者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

所属機関名・職　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　文部科学省科学研究費補助金・学術変革領域研究・先端モデル動物支援プラットフォーム・分子プロファイリング支援活動（以下「当支援班」）は、優れた小分子バイオプローブの創出、生命現象に関与する機能分子の探索を目的として、寄託化合物ライブラリーを構築する。当支援班による寄託化合物ライブラリーへの化合物寄託者（以下「寄託者」）からの上記化合物（以下「化合物」）の寄託に関して、以下の条件に合意する。

１．
化合物に関する未公開の関連情報の秘密を保持し、寄託者の事前の了解なく第三者に開示は行わない。
２．
当支援班は、寄託される化合物について広く活性評価を行うために、当支援班があらかじめ用意する「細胞パネルの増殖解析」、「細胞表現型解析」、「トランスクリプトーム解析」、「プロテオーム解析」、「First-in-mouse解析」、「ゼブラフィッシュ胚の表現型解析」の６つの分子プロファイリング系に限らず、他に構築したプロファイリング系で評価することができる。また、当支援班により化合物ライブラリーの提供を受けた研究者が用意するプロファイリング系でも評価される。ただし、行われた活性評価結果は、速やかに寄託者に報告される。
３．
化合物の利用により新たな研究展開を行う時は、当支援班は事前に寄託者に連絡し、これについて別途協議する。

４．
化合物の利用による研究成果の公表（特許出願を含む）にあたっては、時期、方法等につき事前に寄託者に連絡し、これについて別途協議する。

５．
当支援班の活動終了時、寄託された化合物は、実質的に当支援班の活動を引き継ぐ非営利組織、もしくは、公的化合物ライブラリーに譲渡することがある。
６． 
寄託者本人の異動・退職などの理由により当支援班から寄託者へ連絡が取れなくなった場合、所属機関代表者は原則として、化合物の有効利用のため化合物ライブラリーの提供を受けた研究者の要請に応じて当支援班から研究者へ化学構造を含めた化合物情報を開示することに同意するものとする。ただし、当支援班は上記方針について所属機関代表者に確認を取る際に、所属機関代表者ないし実質的に寄託者の研究を引き継いだ研究者が、情報開示の拒否を希望する相応の理由を添えて申し立てをする場合はその限りではない。

寄託者
当支援班

所属機関：　　　　　　　　　　　　　　　　
公益財団法人がん研究会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
がん化学療法センター
住所：〒　　　　　　　　　　　　　　　　　
〒135-8550 東京都江東区有明3-8-31
電話：　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
電話：03-3520-0111（内線5722）

FAX ：                                     
FAX：03-3570-0484
E-mail：          　                      
E-mail：cads@jfcr.or.jp
役職：　　　　　　　　　　　　　　　　　　


研究者名：　　　　    　　　　　　　　　印
分子プロファイリング支援活動　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
班長　旦　慎吾　　　　 　　　印　
所属機関代表者職・氏名：　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
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